
1

ナ
イ
ロ
ビ
で
の
S
B
S
T
T
A
で

日
本
政
府
が
水
田
関
連
決
議
を
提
案

　

2
0
1
0
年
5
月
10
〜
21
日
に
ケ
ニ

ヤ
の
ナ
イ
ロ
ビ
に
あ
る
国
連
環
境
計

画
（
U
N
E
P
）
を
会
場
に
、
C
B
D

－

生物多様性と
湿地保全 ③

生
物
多
様
性
条
約
C
O
P
10
と
水
田
関
連
決
議

  

水
田
関
連
決
議
を
通
し
て
見
た
C
B
D 

S
B
S
T
T
A
会
合

ケニヤでの「田んぼのグリーンウエーブ」参加者（ムエア地区水田）

SBSTTA会合会場
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C
O
P
10
に
向
け
た
実
務
者
会
議
と
な
る

第
14
回
科
学
技
術
助
言
補
助
機
関
会
合

（
S
B
S
T
T
A 

14
）が
開
催
さ
れ
、
ラ

ム
ネ
ッ
ト
J
か
ら
柏
木
実
さ
ん
、
岩
渕
成

紀
さ
ん
、
呉
地
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

会
合
は
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
る
C
B
D

－

C
O
P
10
に
提
案
さ
れ
る
決
議
内
容
を
審

議
し
、
そ
の
結
果
を
議
長
勧
告
と
し
て

C
O
P
10
へ
受
け
渡
す
重
要
な
会
議
で
す
。

　

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
水
田
部
会
は
、
C
B
D

－
C
O
P
10
で
の
水
田
関
連
決
議
採
択
の

た
め
に
、
農
水
、
環
境
、
国
交
省
と
水
田

決
議
円
卓
会
議
準
備
会
を
こ
れ
ま
で
8
回

開
催
し
、
政
府
案
策
定
を
支
援
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
決
議
案
も
こ
の
会
合
で
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

13
日
に
、
議
題
4
・
1
・
1
の
「
農
業

生
物
多
様
性
決
議
IX
/
1
へ
の
追
跡
確
認

事
項
」
の
と
こ
ろ
で
、
日
本
政
府
（
農
水

省
）
が
発
言
し
、
日
本
政
府
原
案
「
農
業

生
物
多
様
性
と
水
田
」
を
読
み
上
げ
、
こ

れ
を
農
業
生
物
多
様
性
決
議
に
組
み
込
む

よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
な
ど
日
本
の
N
G
O
も

水
田
決
議
の
支
持
を
ア
ピ
ー
ル

　

こ
の
提
案
に
対
し
、
他
の
締
約
国
か

ら
特
に
支
持
発
言
が
な
く
、
呉
地
か
ら

N
G
O
と
し
て
、
こ
の
提
案
を
強
く
支
持

す
る
発
言
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

議
長
が
締
約
国
に
対
し
て
支
持
の
有
無
を

諮
り
、
複
数
の
締
約
国
と
N
G
O
が
支
持

し
、
日
本
提
案
は
受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
の

議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
同
日
の
昼
、

こ
の
決
議
案
を
支
持
す
る
サ
イ
ド
イ
ベ
ン

ト
を
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
／
C
B
D
市
民
ネ

ッ
ト
が
主
催
し
、
柏
木
さ
ん
の
司
会
の
下

に
、
関
係
者
以
外
に
日
本
政
府
（
農
水
省
）

と
F
A
O
（
国
連
食
糧
農
業
機
関
）
か
ら

も
講
演
者
を
招
き
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
会
合
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
を
紹
介
す
る
、
I
I
S
D
の

S
B
S
T
T
A
関
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

写
真
と
記
事
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

F
A
O
主
催
の
G
I
A
H
S
（
世
界
農
業

遺
産
）
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、

岩
渕
さ
ん
が
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

後
日
、
こ
の
提
案
に
対
す
る
審
議
が
行

わ
れ
、
ベ
ル
ギ
ー
政
府
か
ら
修
正
意
見
が

出
さ
れ
、
日
本
、
ベ
ル
ギ
ー
両
政
府
と
私

た
ち
で
意
見
調
整
後
、
両
国
合
意
の
修
正

案
を
「
農
業
生
態
系
の
評
価
」
と
し
て
ま

と
め
、
最
終
日
の
全
体
会
で
「
農
業
に
お

け
る
生
物
多
様
性
：
締
約
国
会
議
決
定
事

項
IX
/
1
の
要
請
に
対
す
る
追
跡
確
認
事

項
」
の
、
議
長
勧
告
の
一
部
と
し
て
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

　

C
B
D

－

C
O
P
10
に
向
け
た
水
田
関

連
決
議
の
取
り
組
み
の
目
的
の
一
つ
は
、

2
0
0
8
年
の
ラ
ム
サ
ー
ル
C
O
P
10
で

日
韓
ラ
ム
ネ
ッ
ト
が
支
援
し
採
択
さ
れ
た

ラ
ム
サ
ー
ル
水
田
決
議
の
機
能
強
化
で

す
。
C
B
D
は
生
物
多
様
国
家
戦
略
と
い

う
枠
組
で
そ
の
実
施
を
担
保
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
次
期
国
家
戦
略
に
こ
の
水
田

関
連
項
目
が
組
み
込
ま
れ
れ
ば
、
全
て
の

水
田
で
ラ
ム
サ
ー
ル
水
田
決
議
の
理
念
を

具
体
化
す
る
法
的
な
支
え
に
も
な
り
ま

す
。
N
G
O
の
当
初
案
に
比
べ
、
内
容
は

か
な
り
目
減
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

国
際
関
連
機
関
と
の
パ
イ
プ
が
太
く
な
っ

た
こ
と
と
、
C
B
D

－

C
O
P
10
で
の
採

択
の
め
ど
が
立
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

と
考
え
て
い
ま
す
。�

（
写
真
：
今
井
麻
希
子
）

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
共
同
代
表
／
水
田
部
会
長
　
呉
地
正
行ラムネットJからの「水田決議支援」発言



  

東
京
湾
の
貴
重
な
干
潟
・
浅
海
域「
三
番
瀬
」

　

三
番
瀬
は
、
東
京
湾
が
1
9
6
0
年
代
の
高
度

経
済
成
長
の
時
期
に
、
京
葉
工
業
地
帯
造
成
な
ど

で
90
％
以
上
が
埋
め
立
て
ら
れ
る
な
か
で
、
わ
ず

か
に
残
さ
れ
た
1
8
0
0
ha
（
航
路
を
含
む
）
の

干
潟
・
浅
海
域
で
す
。

　

こ
の
海
域
は
、
周
辺
都
市
か
ら
流
入
す
る
大
量

の
生
活
排
水
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魚
類
、
鳥
類
、
底

生
生
物
、
動
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
、
県
の
調

査
で
判
明
し
た
11
種
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ー
ブ
ッ
ク

に
掲
載
さ
れ
る
希
少
種
を
含
む
6
4
7
種
が
生
息

す
る
生
物
の
多
様
性
に
富
ん
だ
豊
か
な
海
域
で
す
。

　

そ
し
て
こ
の
豊
か
な
生
物
相
を
支
え
て
い
る
の

が
、
世
界
的
に
も

珍
し
い
、
こ
の
狭

い
海
域
に
全
く
性

質
の
異
な
る
泥
干

潟
と
砂
干
潟
と
い

う
2
つ
の
干
潟
・

浅
海
域
の
存
在
で

す
。
ま
た
、
三
番

瀬
は
ア
サ
リ
漁
や

ノ
リ
養
殖
を
中
心

「三番瀬」の船橋海域の
ラムサール条約
先行登録とは？

行徳鳥獣
保護区 谷津干潟

浦安市

市川市 船橋市

習志野市

江
戸
川
放
水
路

ふなばし三番瀬
海浜公園

東　　京　　湾

三 番 瀬三 番 瀬

船橋海域

三番瀬のラムサール条約登録を実現する会

立花一晃

に
し
た
漁
業
が
盛
ん
で
、
稚
魚
の
揺
籃
の
海
域
と

し
て
江
戸
前
漁
に
と
っ
て
貴
重
な
海
域
で
す
。

  

三
番
瀬
の
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
実
現
に
向
け
て

　

2
0
0
2
年
堂
本
知
事
の
三
番
瀬
の
埋
め
立
て

白
紙
撤
回
を
う
け
て
発
足
し
た
「
三
番
瀬
再
生
計

画
検
討
会
議
」（
円
卓
会
議
）
は
、
三
番
瀬
再
生

の
制
度
的
担
保
の
1
つ
と
し
て
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条

約
へ
の
登
録
を
答
申
し
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を
実

現
す
べ
く
、
2
0
0
4
年
以
来
、
私
た
ち
は
県

民
・
市
民
に
署
名
の
協
力
を
求
め
、
こ
れ
ま
で
に

約
12
万
人
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
円
卓
会
議
の
後
継
組

織
で
あ
る
三
番
瀬
再
生
会
議
は
昨
年
、
3
つ
の
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

1
つ
で
あ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
グ
ル
ー
プ
で
の
合

意
を
受
け
て
、
再
生
会
議
は
『
2
0
1
2
年
に
実

施
さ
れ
る
次
回
締
約
国
会
議
に
お
け
る
登
録
を
目

指
す
に
は
、
2
0
1
0
年
度
中
に
関
係
者
の
合
意

形
成
を
前
提
と
し
て
明
確
な
意
思
表
示
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
2
0
1
0
年
度
中
に
、

ま
ず
は
、
三
番
瀬
全
体
で
の
登
録
を
目
指
す
た
め

に
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
困
難
な
場
合

は
、
船
橋
地
域
の
登
録
を
目
指
す
』
こ
と
を
6
月

30
日
に
出
席
者
全
員
で
合
意
・
決
定
し
ま
し
た
。

　

三
番
瀬
は
、
環
境
省
が
選
定
し
た
54
か
所
の
登

録
候
補
地
に
入
っ
て
い
て
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
の
9
つ
の
国
際
的
登
録
条
件
の
う
ち
5
つ
に
該

当
し
ま
す
。
登
録
実
現
へ
の
最
大
の
課
題
は
、
国

内
条
件
で
あ
る
「
地
元
自
治
体
か
ら
登
録
へ
の
賛

意
が
得
ら
れ
る
こ
と
」
に
あ
り
ま
す
。
三
番
瀬
全

体
の
登
録
は
、
市
川
市
の
人
工
干
潟
造
成
計
画
な

ど
で
当
面
は
無
理
で
あ
る
た
め
、
私
た
ち
は
登
録

へ
の
条
件
が
す
べ
て
整
っ
て
い
て
、
三
番
瀬
全
体

の
3
分
の
2
を
占
め
る
船
橋
海
域
の
先
行
的
登
録

の
実
現
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

球磨川
河口干潟

　

球
磨
川
河
口
干
潟
は
、
九
州
山
脈
か
ら
流
れ

出
た
球
磨
川
が
川
辺
川
の
清
流
を
合
わ
せ
て
八

代
海
に
注
ぐ
河
口
に
発
達
し
た
干
潟
で
す
。
江

戸
時
代
後
期
の
文
書
に
河
口
の
小
島
近
く
で
ハ

マ
グ
リ
採
り
を
楽
し
ん
で
い
る
絵
が
残
さ
れ
て

い
る
景
勝
の
地
で
す
。
こ
の
島
は
2
0
0
9
年

に
国
指
定
名
勝
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
河
口
付

近
に
は
1
0
0
0
ha
を
超
す
干
潟
が
残
さ
れ
、

今
も
市
民
に
と
っ
て
大
切
な
場
所
で
す
。

　

干
潟
に
は
ヤ
マ
ト
オ
サ
ガ
ニ
、
ア
ナ
ジ
ャ
コ

な
ど
の
甲
殻
類
、
シ
マ
ヘ
ナ
タ
リ
、
ゴ
マ
フ
ダ

マ
な
ど
の
巻
貝
類
、
ハ
マ
グ
リ
、
タ
イ
ラ
ギ
な

ど
の
二
枚
貝
類
、
ゴ
カ
イ
類
、
そ
し
て
生
き
た

化
石
と
い
わ
れ
る
ミ
ド
リ
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ
な

ど
が
生
息
し
、
大
阪
南
港
グ
ル
ー
プ
の
和
田
太

一
さ
ん
と
の
調
査
で
は
約
2
9
0
種
が
記
録
さ

れ
、
多
様
な
底
生
生
物
群
集
が
生
息
し
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
を
餌
と
し
て
い
る
野
鳥
が
一
年
を
通
し
て

多
数
飛
来
し
、
そ
の
種
類
は
1
2
0
種
以
上
に

な
り
ま
す
。
特
に
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
の
重
要
な

飛
来
地
と
な
っ
て
お
り
、
春
と
秋
を
中
心
に
約

40
種
類
が
飛
来
し
ま
す
。
中
で
も
ソ
リ
ハ
シ
シ
ギ
、

キ
ア
シ
シ
ギ
、
チ
ュ
ウ
シ
ャ
ク
シ
ギ
の
3
種
類
が

東
ア
ジ
ア
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
水
鳥
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
）の
参
加
基
準
を
超
え
、

2
0
0
4
年
8
月
に
参
加
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

冬
に
は
オ
オ
ズ
グ
ロ
カ
モ
メ
と
ズ
グ
ロ
カ
モ
メ
も

見
ら
れ
ま
す
。
オ
オ
ズ
グ
ロ
カ
モ
メ
が
国
内
で
定

期
的
に
観
察
さ
れ
る
唯
一
の
場
所
で
あ
る
こ
と
は

全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
ク
ロ

ツ
ラ
ヘ
ラ
サ
ギ
が
越
冬
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

世
界
で
約
2
3
0
0
羽
し
か
生
息
し
な
い
希
少
種

で
、
今
年
1
月
の
世
界
一
斉
調
査
で
は
球
磨
川
河

口
を
含
む
八
代
海
で
65
羽
（
世
界
の
2
・
8
％
）

の
越
冬
が
確
認
さ
れ
、
付
近
は
日
本
最
大
の
越
冬

地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
球
磨
川
河
口
干
潟
に
は
多
様
な

生
物
が
成
育
す
る
干
潟
生
態
系
と
河
口
景
観
が
残

さ
れ
、
水
鳥
に
と
っ
て
も
中
継
・
越
冬
地
と
し
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
に
な
っ
て

お
り
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
と
し
て
未
来
に
残

す
べ
き
重
要
な
湿
地
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

水
鳥
ネ
ッ
ト
へ
の
参
加
を
契
機
に
多
く
の
人
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
小
中
学
校
で
の
環
境

体
験
学
習
の
機
会
も
増
え
、
さ
ら
に
上
流
域
の
ダ

ム
建
設
事
業
が
中
止
さ
れ
、
荒
瀬
ダ
ム
撤
去
が
決

ま
る
な
ど
、
球
磨
川
河
口
干
潟
に
と
っ
て
明
る
い

兆
し
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
貝
掘

り
な
ど
の
た
め
に
干
潟
に
入
る
人
の
数
が
急
増
し

て
、
干
潟
の
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス
が
危
惧
さ
れ
る

新
し
い
課
題
も
出
て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
を
持
続

的
に
利
用
し
て
き
た
先
人
た
ち
に
思
い
を
馳
せ
つ

つ
、
ラ
ム
サ
ー
ル
登
録
に
向
け
て
各
地
の
湿
地
保

全
活
動
と
連
携
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
代
野
鳥
愛
好
会
　
高
野
茂
樹

球
磨
川
河
口
干
潟
（
熊
本
県
）

球磨川河口干潟と水鳥

オオズグロカモメ

2
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河川工事の現場（2010年2月）

利水などの事業目的は口実で、
実際は多大な環境破壊を引き起こす有害事業で
あることが分かりました。特に工事によって渡
り鳥の餌場として重要な河川付近の湿地や水溜
まりなどが破壊され、幾つものダム建設により
山・川・海のつながりがズタズタに切り裂かれ
ている光景は目を覆うばかりでした。また、環
境アセスの期間がわずか4か月ほどで、昨年の
11月から本格的な工事を始め、2012年の完了
を目指して、既に全体の60％が終了するとい
う急ピッチなやり方に不安と怒りの声が上がっ
ています。韓国におけるこの事業の影響は、日
本を含む東アジア全体の環境問題であり、決し
て他人事ではありません。

　いま韓国では「4大河川再生整備事業」とい
う名称の一大プロジェクトが著しいスピードで
進行しています。
　ソウルのシンボルとも言えるハンガン（漢江）、
公州や扶余を流れるクムガン（錦江）、全羅南道
を縦断して木浦に至るヨンサンガン（栄山江）、
慶尚道を縦断する一番長いナクトンガン（洛
東江）で大規模な土木工事が行われています。
5.7億m2の川底を浚渫、16か所で固定堰（ダム）、
6か所で調整池やダムを建設し、377kmの堤防
を整備、1206kmの自転車路建設など、総額22
兆ウォン（約1兆8000億円）以上という大型公
共事業です。洪水を防ぎ、水資源を確保し、生
態系を復元するという目的で行われ、イ・ミョ
ンバク政府の掲げる「グリーン・ニューディール」
の目玉とされています。
　ラムネットJでは、今年2月末と7月上旬の2
回にわたって市民視察を行いましたが、防災や

ソウル ハンガン
（漢江）

クムガン
（錦江）

ナクトンガン
（洛東江）

ヨンサンガン
（栄山江）

ラムネットJ事務局　陣内隆之
暴走する韓国4大河川整備事業

湿
地
の
一
部
と
し
て
の
水
田
農
業
の
喪
失

　

水
田
農
業
と
湿
地
保
護
は
違
っ
た
ベ
ク
ト

ル
を
持
っ
た
存
在
で
あ
る
。
水
田
は
文
字
通

り
イ
ネ
な
ど
の
食
糧
生
産
の
エ
リ
ア
と
し
て

認
識
さ
れ
、
近
代
化
と
と
も
に
食
糧
の
生
産

装
置
と
し
て
の
機
能
に
特
化
し
て
き
た
。
大

掛
か
り
な
土
木
工
事
が
で
き
な
か
っ
た
か
つ

て
の
水
田
は
用
排
水
が
ほ
ぼ
フ
ラ
ッ
ト
に
形

成
さ
れ
、
水
田
は
河
川
と
一
体
化
し
た
水
利

環
境
で
あ
っ
た
。
湿
地
と
も
連
続
し
、
水
生

動
植
物
の
移
動
も
自
由
度
が
高
か
っ
た
。
日

本
や
韓
国
を
除
く
ア
ジ
ア
各
国
の
水
田
は
現

在
も
そ
う
し
た
環
境
を
残
し
、
湿
地
の
一
部

を
構
成
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
日
本
の
水
田
は
昭
和
40
年
代
か

ら
2
回
に
わ
た
る
大
規
模
な
基
盤
整
備
に
よ

っ
て
、
用
排
水
が
完
全
に
分
離
さ
れ
、
河
川

と
の
連
続
性
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
湿
地
の

一
部
で
あ
っ
た
水
田
も
盛
土
や
暗
渠
排
水
に

よ
っ
て
乾
田
化
が
す
す
み
、
イ
ネ
を
効
率
よ

く
作
る
だ
け
の
装
置
と
な
っ
た
。
水
路
も
3

面
張
り
の
U
字
溝
と
な
り
、
生
き
物
の
住
み

か
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
。
土
側
溝
が
主

流
で
あ
っ
た
昭
和
30
年
代
の
土
地
改
良
ま
で

が
、
水
田
の
生
物
多
様
性
を
失
わ
な
い
基
盤

整
備
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
水
田
に
は
昭
和
36
年
（
1
9
6
1

年
）
か
ら
昭
和
46
年
（
1
9
7
1
年
）
の
10

年
間
に
わ
た
っ
て
魚
毒
性
の
強
い
除
草
剤

P
C
P
が
散
布
さ
れ
、
ト
キ
や
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
は
じ
め
貴
重
な
動
植
物
を
死
に
追
い
や
っ

た
。
昭
和
48
年
か
ら
本
格
的
に
普
及
し
た
稚

苗
田
植
機
稲
作
は
大
量
の
農
薬
・
化
学
肥
料

と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
普
及
が
進
み
、
併
せ
て

水
田
に
水
を
あ
ま
り
入
れ
な
い
管
理
や
ト
ン

働
が
強
い
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
根

ぐ
さ
れ
な
ど
に
よ
る
収
量
の
低
下
が
恒
常

化
し
、
生
物
の
多
様
性
を
活
か
し
た
有
機

栽
培
で
は
収
量
の
低
下
は
や
む
を
得
な
い

事
象
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
傾
向
も
で

て
き
た
。

　

農
業
土
木
の
分
野
か
ら
は
水
谷
正
一
氏

を
中
心
に
水
田
魚
道
の
設
置
な
ど
に
よ
る

生
き
物
の
バ
リ
ア
解
消
手
段
が
提
案
さ

ボ
の
羽
化
前
に
水
を
切
る
栽
培
法
が
普
及
機

関
を
通
じ
て
全
国
に
普
及
し
た
。

　

水
田
周
辺
の
生
き
物
が
激
減
し
、
多
様
性

を
失
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
生
産
さ

れ
る
お
米
も
ミ
ネ
ラ
ル
が
減
少
し
、
農
薬
が

残
留
す
る
と
い
う
結
果
に
な
り
、
そ
の
安
全

性
や
栄
養
的
価
値
の
低
下
が
顕
著
に
な
っ
て

き
た
。
特
に
化
学
物
質
過
敏
症
に
悩
む
方
々

に
は
と
て
も
口
に
で
き
な
い
お
米
に
な
っ
た
。

水
田
の
生
物
多
様
性
回
復
の
試
み

　

多
様
性
回
復
の
試
み
は
、
稲
作
の
分
野
と

農
業
土
木
の
分
野
か
ら
ほ
ぼ
同
時
期
に
開
始

さ
れ
た
。

　

稲
作
の
分
野
で
は
、
農
薬
も
化
学
肥
料
も

使
わ
な
い
有
機
農
業
の
模
索
で
あ
っ
た
が
、

当
初
か
ら
生
物
の
多
様
性
回
復
を
念
頭
に
置

い
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
食
べ

物
と
し
て
の
安
全
性
の
確
保
で
あ
り
、
残
留

農
薬
解
消
の
抜
本
的
対
策
と
し
て
農
薬
の
使

用
を
中
止
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

減
農
薬
運
動
と
し
て
九
州
で
始
ま
っ
た
農

薬
削
減
運
動
は
、
宇
根
豊
氏
を
中
心
に
虫
見

板
を
開
発
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
散
布
と
な
っ

て
い
た
農
薬
散
布
を
農
家
が
自
ら
判
断
し
て

使
用
す
る
と
い
う
主
体
性
回
復
運
動
で
あ
っ

た
。
同
時
に
農
薬
使
用
の
原
因
と
な
っ
た
稚

苗
の
田
植
機
稲
作
を
成
苗
に
変
え
、
病
害
虫

の
発
生
し
な
い
稲
作
技
術
の
開
発
も
小
生
な

ど
を
中
心
に
同
時
に
開
始
さ
れ
、
昭
和
60
年

代
に
は
除
草
剤
を
除
け
ば
、
農
薬
の
使
用
は

必
要
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
実
践
的
研
究
は
す
す

ん
で
い
た
。

　

最
後
に
残
っ
た
問
題
は
除
草
剤
を
ど
う
除

く
か
と
い
う
栽
培
法
の
確
立
で
あ
っ
た
。
除

草
剤
を
使
わ
な
い
栽
培
法
が
多
く
の
農
家
で

れ
、「
N
P
O
法
人
田
ん
ぼ
」
や
「
N
P
O

法
人
生
物
多
様
性
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
に
よ
る
生
き
物
調
査
や
農
地
・
水
・

環
境
向
上
対
策
事
業
な
ど
の
施
策
展
開
も

あ
っ
て
、
幅
広
く
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。

（
こ
の
続
き
は
、
ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。http://

w
w
w
.ram
net-j.org

）

有
機
栽
培
に
よ
る
水
田
農
業
と

湿
地
保
護
・
生
物
多
様
性
保
全
の
可
能
性

N
P
O
法
人
民
間
稲
作
研
究
所  

代
表
　
稲
葉
光
國

実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
な
か
で

も
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
、
紙
マ
ル
チ
農
法
、
深

水
管
理
法
、
米
ぬ
か
農
法
な
ど
が
有
力
な
方

法
と
し
て
提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
任
意
の
研

究
団
体
が
設
立
さ
れ
普
及
活
動
が
行
わ
れ
て

き
た
。
そ
の
な
か
で
、
水
田
生
物
の
多
様
性

を
活
か
し
た
抑
草
技
術
の
確
立
が
強
く
意
識

さ
れ
、
本
格
的
な
研
究
開
発
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
の
は
平
成
11
年
の
「
除
草

剤
を
使
わ
な
い
イ
ネ
づ
く
り
」（
民
間
稲
作

研
究
所
編
、
農
文
協
刊
）
の
出
版
か
ら
で
あ

っ
た
。

　

平
成
12
年
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
3
回

環
境
保
全
型
稲
作
技
術
全
国
交
流
集
会
に
は

冬
期
湛
水
に
よ
る
抑
草
技
術
が
始
め
て
紹
介

さ
れ
、
野
生
生
物
と
の
共
生
と
い
う
視
点
か

ら
抑
草
技
術
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
多
様
な
展

開
の
可
能
性
が
予
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。
そ
の
後
国
内
で
の
交
流
会
議
は
開
催

が
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
日
韓
中
環
境
創
造

型
稲
作
技
術
国
際
会
議
に
引
き
継
が
れ
、
東

ア
ジ
ア
の
稲
作
技
術
の
発
展
を
め
ざ
し
た
技

術
確
立
運
動
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
宇
都
宮
で
開
催
さ
れ
た
第
8
回
日
韓
中

環
境
創
造
型
稲
作
技
術
国
際
会
議
は
環
境
団

体
と
稲
作
農
家
、
消
費
者
団
体
が
一
堂
に
会

し
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
水
田
決
議
へ
の
提
言

を
共
有
す
る
集
会
と
な
っ
た
。
そ
の
後
こ
の

集
会
は
中
国
長
春
、
韓
国
ウ
ル
チ
ン
の
集
会

を
経
て
、
今
年
7
月
2
〜
4
日
に
兵
庫
県
豊

岡
市
で
開
催
さ
れ
、
水
田
生
物
の
多
様
性
を

育
む
農
業
の
現
場
視
察
を
始
め
、
各
地
で
の

取
り
組
み
が
発
表
さ
れ
、
生
物
の
多
様
性
を

育
み
、
そ
れ
を
栽
培
に
活
か
し
た
農
業
が
慣

行
栽
培
を
超
え
る
実
力
を
備
え
つ
つ
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

水
田
生
物
の
多
様
性
を
活
か
し
た
稲
作
は

冬
期
湛
水
、
早
期
湛
水
、
2
回
代
か
き
、
ふ

ゆ
み
ず
た
ん
ぼ
、
は
る
み
ず
た
ん
ぼ
、
冬
草

た
ん
ぼ
な
ど
、
多
様
な
手
法
が
提
唱
さ
れ
た
。

し
か
し
言
葉
だ
け
が
一
人
歩
き
す
る
と
農
業

現
場
は
雑
草
に
覆
わ
れ
、
か
な
り
悲
惨
な
労
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　ラムサール・ネットワーク日本（ラムネットJ）の活動は、会員の皆
様からの会費や、カンパ、助成金などでまかなっています。まずは一般
賛助会員になって会の活動を支援してください。もっと積極的に湿地保
護にかかわりたい方は、会の運営や活動を担う一般正会員としての入会
をお待ちしています。そのほか、団体や企業としての入会も可能です。
団体での入会については事務局までお問い合わせください。
●会員の特典　機関誌「ラムネットＪニュースレター」を送付いたしま
す。また、会員限定のメーリングリストに参加できます。
●入会申込方法　一般正会員、一般賛助会員として入会をご希望の方
は、下の入会申込書に記入して、右記の事務局まで、郵便、FAXなどで
お送りください。年会費は右記の口座までお振り込みください。

ラムサール・ネットワーク日本  一般（個人）会員　入会申込書     　（　　　　　年　　　月　　　日）

ラムサール・ネットワーク日本　入会のご案内

ふりがな 会員種別  □一般賛助会員（年会費2000円）※いずれかに
�□一般正会員 （年会費5000円）　　Pを入れてください

お 名 前 所　　属
（無記入でも可）

ご 住 所

〒□□□-□□□□ T E L

Eメール

�メーリングリストへの登録 �□希望する　□希望しない

●年会費（入会金）　年会費は4月から翌年3月までの1年分です。入
会初年度は、年度途中の入会でも入会金として1年分の会費をいただき
ます。2 〜 3月に入会の場合、初年度の年会費（入会金）は無料となり、
4月からの次年度の年会費としていただきます。

●振込先　ゆうちょ銀行　振替口座 00140-0-765702
　　　　　ラムサール・ネットワーク日本
　　　　　（一般銀行から）ゆうちょ銀行　〇一九（ゼロイチキュウ）店
　　　　　当座預金 0765702　ラムサール　ネットワークニホン

●事務局　〒113-0021 東京都文京区本駒込4-38-1 冨士ビル2F
　　　　　TEL/FAX 03-5842-1882　ラムサール・ネットワーク日本
　

科　　　　　目 金　額

経常収入の部
　　会費収入
　　事業収入（海外調査、翻訳）
　　助成金収入（WWF、プロナトゥーラ）
　　寄付金収入
　　利息収入
　　雑収入（シンポ・視察ツアー参加費など）
　　任意団体からの繰入金
　　収益事業会計からの繰入

1,642,000
1,093,500
2,630,000
282,002

246
465,400
692,102

0
　経常収入合計 6,805,250

経常支出の部
1��事業費
　　　調査研究事業費
　　　保全・再生事業費
　　　　（2009/10�湿地と生物多様性シンポ他）
　　　普及・啓発事業費（翻訳事業受託経費他）
　　　国際協力事業費
　　　　（日韓NGOフォーラム、四大河川視察他）
　　　ネットワーク推進事業費
　　　　（ニュースレター編集・印刷費他）

37,845

771,095
513,882

2,687,453

186,690
　　事業費計 4,196,965
2��管理費
　　　役員報酬
　　　給料手当
　　　什器備品費
　　　事務所費
　　　旅費交通費
　　　消耗品費
　　　通信運搬費
　　　印刷費
　　　会議費
　　　支払手数料
　　　租税公課

0
0

205,788
660,000
68,095

0
44,756
14,000
9,200
22,870
2,500

　　管理費計 1,027,209
　経常支出合計 5,224,174

経常収支差額 1,581,076
当期収支差額 1,581,076
次期繰越収支差額 1,581,076

　

ラ
ム
ネ
ッ
ト
J
で
は
2
0
1
0
年
の
通

常
総
会
を
6
月
5
日
に
東
京
で
開
催
し
、

2
0
0
9
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
、

2
0
1
0
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
総
会
で

役
員
15
名
全
員
の
留
任
が
承
認
さ
れ
る
と
と

も
に
、
新
た
に
6
名
の
理
事
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
役
員
名
簿
と
会
計
収
支
計
算
書
は
左

の
通
り
で
す
。
そ
の
他
の
総
会
議
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

ラムネットJでは、今年10月に名古屋で開催される生物多様性条約第10回締約国
会議（CBD-COP10）を契機に、湿地の生物多様性保全の取り組みを推進していく
ため、CBD-COP10の期間中、国際シンポジウムやブース展示、サイドイベント等
を行います。これらの活動に関わる支出については、助成金や会費等の収入を充て
ますが、それだけでは十分ではありません。そこで、皆様からCBD-COP10のための
特別協賛金を募集しております。多くの皆様にご協力いただきますよう、よろしく
お願いいたします

●募集期間：第2期　2010年4月～ 2010年10月
●金　　額：1口5,000円（できれば複数口お願いいたします）
●�振　込　先：�下の会員募集欄にある会費の振込口座（ゆうちょ銀行）と同様です。
　※�振替口座へ送金いただく場合は振込票の通信欄に「特別協賛金」とご記入ください。当

座預金の場合は振り込み後に、FAXまたはEメールで事務局までご連絡をお願いします。�
FAX�03-5842-1882　Eメール�info ramnet-j.org

★�第1期（2009年9月～ 2010年3月）は、以下の皆様から特別協賛金のご協力をいただき
ました。どうもありがとうございました。（敬称略、五十音順）
　�荒井　剛、笠原一浩、金享美、紫藤拓也、立花一晃、谷博之、西村敏之、原覚俊、ホシザ
キグリーン財団、馬奈木昭雄、森山紀美子、山本英司、山本哲江（他、匿名希望の皆様）

国際シンポジウムを10月24日に名古屋で開催!
ラムネットJではCBD-COP10に合わせ、10月24日（日）に、名古屋市内の愛知
大学（車道キャンパス）で、国際湿地ネットワーク（WWN）のメンバーなど海外
からのゲストを招いて、生物多様性や湿地保全に関する国際シンポジウムを開催し
ます。また、CBD-COP10の期間中、メイン会場の名古屋国際会議場に隣接した「白
鳥地区」で開催される野外展示会「生物多様性交流フェア」にブースを出展します。
内容や開催時間などの詳細は、決まり次第、ラムネットJのウェブサイト（http://
www.ramnet-j.org）でお知らせします。皆様ぜひご来場ください。

　　　　　　2009年度　会計収支計算書� （単位:円）

※ この会計収支計算書は、NPOとしては、法人が正式に設立された2009年10
月1日から、2010年3月31日までの収支をまとめたものですが、2009年4月
29日の設立総会以降の支出も含めています。
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2010年度　役員名簿
代表理事（共同代表）
　柏木　実　　呉地正行
　花輪伸一　　堀　良一
理事
　浅野正富（事務局長）
　伊藤よしの　岩渕成紀
　杉澤拓男　　土谷光憲
　新妻香織　　原　耕造
　原野好正　　前川盛治
　（新任）
　飯島　博　　井口利枝子
　市野和夫　　高野茂樹
　高松健比古　立花一晃
監　事
　大村　茂　　小沢秀造

CBD-COP10のための特別協賛金のお願い


